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地下水資源開発セミナｰコｰス小報告

昭和63年度に行われた地下水資源開発集団研修コｰス

は本コｰス開設以来満22年目を迎え初めて帰国研修

員を対象とするセミナｰコｰスとして行われた1昨年

8月19日に開講以来順調に推移し10月7日の閉講式

で全日程を無事に終了した.参加研修員は20名でア

ジアから11名アラリカから6名南米から2名オセ

アニアから1名の構成であった(地質ニュｰス410号参照).

本セミナｰコｰスは1972年～1982年の間の地下水コｰ

スに参加Lたことのある帰国研修員を対象にしていたが

中国インドマレｰシア及びサウジアラビアの4カ国

からは新人が参加した.昭和63年度研修員の募集にあ

たっては募集以前に発展途上国側の関連機関にセミ

ナｰコｰスについてのファｰストサｰキュラｰを送付し

また63年4月の募集開始と同時にセミナｰのジェネラ

ルイソフォｰメイション(GI)のコピニと手紙を該当

する有資格者全員に送付するたどのPRを行っていた.

新人の参加は途上国側にたるべく多くの人問に研

修を受けさせるという国の方針カミあるからと考えられる

がセミナｰコｰスのカリキュラムは帰国研修員を対

象にすることを前提として編成していたので新人にと

っては難しかったのではないかと懸念していた.

集団研修コｰスの場合は閉講式直前に本コｰスに

写真1地質調査所井上英二所長を表敬訪問する地下水資源開

発セミナｰの研修員一行
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ついての評価･提言についてのアンケｰトが実施される

が本セミナｰコｰスについては高い評価が得られ新

人を含めて研修員全員に対して本コｰスカミぽぽ満足で

きる研修内容であったものと考えている.

今回参加した20人の研修員は平均年齢39.9歳最高

50歳で地位はBoard.BranchのDirector.Headが

7名Sen五〇rSta乱SeniorO冊｡er級が3名Chiefが

2名その他で構成されほとんどが管理職であったこ

とが通常コｰスと異たった特徴をもっていた.

研修中に頭痛1件歯痛2件足痛1件で通院する研

修員はいたが全員が全研修を無欠席でとおし研修態

度は立派であった.

本セミナｰコｰスは通常コｰスを履修していること

が前提でありまた研修期問が通常コｰスの半分2

ヵ月であることからカリキュラムは講義見学を骨子

としコｰスの後半にシンポジウムを行うことを内容と

し野外実習は行わないことにLていた.

講義｡見学を通じて研修員からの質問が多く講義を

担当した講師の先生や見学説明者が驚くほど熱心にデ

ィスカッツヨンが行われる場面が多かった.

シンポジウムは本研修がセミナｰコｰスであり帰

国研修員に対するフォロｰアップ及びアフタｰケアとし

ての研修方針に沿うため研修員参加国側の地下水開発

についての情報交換や途上国側の地下水開発に伴う間

写真2ヘルメットを着けて筑波山の導水トンネル内で地質調

査所地殻熱部笹田技官から熱bに説明を聞く�
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写真3浄縄県西銘知事を表敬訪間

題点を把握することを主要テｰマとし討論を通じて問

題の解決をはかることを目的として行われた.

シンポジウムは昨年9月20目から22目までの3目問

国際協力総合研修所(市ヶ谷)の国際会議場で行われ

筑波大学櫃根勇教授(株)目さく関根倫雄村下敏

夫地質調査所平山次郎村上裕石井武政の各氏の

司会により日本側プレゼソタｰとして名古屋大学中

井信之教授地質調査所黒田和男筑波大学櫃根勇

(株)目さく関根倫雄目本工営(株)藤波正人目本

工業用水協会蔵田延男の各氏が話題を提供した.ま

た研修員全員が自国の地下水開発の現状や開発上の問

題点について発表を行った.

日本側プレゼソタｰの興味深い話題提供や研修員の

発表に対して討論が行われ本シンポジウムは成功裡に

終了した.

10月7目の閉講式には国際協力事業団総裁及び地質調

査所所長の終了証書が研修員全員に手渡され研修員全

員の晴れがましい笑顔がこぼれた.この席でチョッ

トしたハプニングがあった.研修員代表の答礼の挨拶

終了後研修員一同から日本側スタッフを代表してコｰ

スリｰダｰ(池田)とTBIC桑形研修監理員が式場演壇

前に一人づつ呼ばれ感謝の言葉と記念晶が贈呈されたこ

とである.

本セミナｰコｰスを通しての彼らの日本人に対する感

想は日本に来てよかった.日本は古い伝統のある文化

と最先端をゆく技術を見事に結合･調和させている.

日本人は皆んだ親切だ.等と好評であった.

最後に本コｰスを支えて下さった関係者の皆様講

師の先生方見学先でお世話くださった皆様研修旅行

でお世話していただいた静岡県･富士市の皆様沖縄県

･宮古の皆様熊本県の皆様シンポジウムを協賛して

支えて下さった皆様どうも有難うございました.こ

こに深い感謝の意を表します.(池田)

(お詫びと文章の追加について)

本年一月号辻本崇史著r浅熱水性鉱脈型金鉱床の鉱化作用

による比抵抗異常について｣の図解説が抜けました.お詫び

し文章を追加いたします.

第1図CSAMT法測定系概略図､

第2図菱刈鉱山位置図(菱刈鉱山事業案内より引用)

第3図菱刈鉱床模式断面図(菱刈鉱山事業案内より引用)

第4図見掛毛低所平面図(128Hz)(住友金属鉱山㈱より

提供)

第5図千歳鉱山位置図

第6図見掛比低抗断面図

第7図化低抗構造推定断面図

第8図CSAMT調査範囲図

第9図見掛比低抗平面図

第10図化低抗電気検層図(61MASD-2)

第11図化低抗電気検層図(60MAHT-1)

第12図粉末X線回折結果(モンモリロナイト)一検層

比低値比図

第13図化低坑電気検層図(61MANU-1)

第14図鉱化地域に認められる熱水変質(井沢,1986).

A:温度依存型変質B:割目規制型変質

訂正のお知らせ

本誌第413号掲載のrフィリピン群島の地質発達史｣

中に誤りカミありました.おわび申しあげると同時に訂

正をお願いします.

p.17右,1.4-5,礫岩の年代は始新せではたく原文では

1ateneogeneとたっており新生代後期.最近の研究で

は中新世後期～鮮新世前期とされています(SAREWITZ
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p.19左,118.2390rbu1inaはOrbito1inaの誤まり

でした.

御教示いただいた東京教育大学名誉教授橋本互先生に

あつく御礼申しあげます.(鈴木尉元)
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